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実虚 ピラ ミ ッ ド・ モ デ ル と 簿 記 ・ 会 計

岩 辺 晃 三 （埼玉大学）

Ｉ 「会 計 と 文化」 と の 係 わ り

平成１１年度の目本杜会関連会 計学会の統一テーマ は、 「会計と文化一２１世紀会計
パラダイムの

模 索」 と い う こ と に な っ て い る。 思 え ば、 私 が
会 計 学 研 究 を 志 し、 一一つ の 壁 に 突 き 当 た っ た 時、

「焼 き 物 も 会 計 も 同 じ 人 間 の や る こ と で、 何 処 か で 通 じ る
と こ ろ が あ る 筈 だ。」 と い う 中 西 寅 雄

先生の一言がことの起こりで、 なかば苦しま ぎれに思いつい
た会計学研究の方法が 「文化論的

ア プ ロ ー チ」 と い う も の で あ る。

それは、 イ タリア式簿記の目本伝播説を研究テーマとして掲
げたものの、 今日の歴史研究に

絶対的に必用 視される物的証拠がないということから、 隣接関
連諸領域 に眼 を向 けて整合的な

歴史像を描くために複眼的に会計を見ようとしたことから始まった。 今から１５年程前のことで

あ る。

当 初 は 気 が つ か な か っ た が、 ヨ ー ロ ッ
パ 会 計 学 会 に お い て は、

「会 計 と 文 化」 と い う テ ー マ で

研 究 会 がＥＩＡＳＭ （ヨ ー ロ ッ パ 高 等 経 営 管 理 研 究 所） 主 催 の も と で、 １９８５年６月 に ア
ム ス テ ル ダ

ム に お い て 開 催 さ れ て い た。 日 本 で は、 １９９８年 に 木 下 照 嶽、 中 島 照 雄、 柳 田 仁 ３教 授 の 編
著 書

『文化会計学一国際会計の一展開一』 が税務経理協会から刊行されている。 この書の刊行 によ

り文化会計学という領域が確立されたと言えよう。

私自身は、 文化論的ア プローチを適用した結果、 一つはイ タリア式簿記が日本 に伝播 したと

いうことについて状況証拠を挙 げて論理的に推論し得たと考えている。もう一つの産物 として、

会計史のなかで物的証拠がない理由を考察する過程で、 天海・光秀同
…説と いう目本史の謎解

き に 係 わ る こ と と な り、 多 面 的 に そ の 考 証 を す る こ と が 出 来
た こ と が あ げ ら れ る。

それらの研究成果を平成５（１９９３） 年に、
『天海・光秀の謎一会計と文化一』 （税務経理協会）

と 題 し て 一 冊 の 書 物 と し て 公 刊 し た。 そ し て、 翌 （１９９４） 年 に は、 そ れ を
ダ イ ジ ェ ス ト し 古 代

史への足がかりをも加味して 『複式簿記の黙示録』（徳 間書店） を刊 行している。
１〕

文化との係わりで会計を考えることは、 物事が多面的・立体的に理解 で
きると いう長所 があ

る と い え る。
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皿 複式簿記の起源と意義

「イタリア式簿記の日本への伝播説」 は、 複式簿記の歴史的出発点 を１４９４年に
パチョーリに

よ っ て 刊 行 さ れ た 「数 学 書」 い わ ゆ る ス ン マ に あ る と し て い た。 し か し、 ス ン マ の 公 刊５００年 後

の１９９４年 に な っ て、 複 式 簿 記 の 歴 史 は パ チ ョ ー リ の ス ン マ に 始 ま る の で は な く、 ア ラ ビ ア 数 記

法 を ヨ ー ロ ッ パ に 伝 え て フ ィ ボ ナ ッ チ 数 列 で 有 名 な フ ィ ボ ナ ッ チ の
「そ ろ ば ん の 書」 （１２０２） か

ら パ チ ョ ー リ が 複 式 簿 記 の 部 分 を 引 用 し た の で あ る と い わ れ る よ う に な っ た
２〕
。

フ イ ボ ナ ッ チ が ア ラ ビ ア 数 記 法 を ヨ ー ロ ッ パ に も た ら し た こ と を 考 慮 す る と、 複 式 簿 記 の 歴

史 も ア ラ ビ ア に そ の ル ー ツ を 求 め な け れ ば な ら な い こ と に な る。

ア ラ ビ ア に そ の ル ー ツ を 求 め る な ら ば、 そ れ は エ
ジ ブ ト の ピ ラ ミ ッ ド の 時 代 に ま で 複 式 簿 記

の歴史のルーツを求めることも可能であるように考えられる。

複式簿記は、 経済活動を天秤の原理を用いて測定するものと考えられる。 霊魂の善悪の測定

も、 貴 金 属 の 測 定 も、 ま た 経 済 活 動 の 測 定 も 同 じ 天 秤 の 原 理 が 用 い ら れ て い る。
３，

専修大学の夷谷廣政教授は、 シュメー ル語やセ ム語まで研究された上で、
「会計の起源」 を語

源的に探られた結果、 簿記や会計は、 紀元前何千年も前から
「神授の釣合い」 として創案され

た も の で あ る と の 結 論 づ け ら れ て い る。
４〕

このように簿記の歴 史について時代を遡って考察する過程に符合するかのように、 目本の歴

史 に つ い て も 時 代 を 遡 っ て 考 え る に 至 っ た。

私 は、２１世紀 へ向けた企業観として、 初代天皇の神武天皇の
「八紘為宇、 六合開都」 を新解

釈 し て、 東 西 南 北 天 と 地 の６ヵ 所 を８本 の 紐 で 結 ぶ こ と に よ っ て、 実 虚 ピ ラ ミ ッ ド の 形 を イ メ ー

ジして、 それが神 武天 皇の 国家観であるとして、 国家観であるならば企業観として適用 される

も の と 考 え て、 実 虚 ピ ラ ミ ッ ド 企 業 モ デ ル を 提 唱 し た。
５〕

この 実虚 ピラミ ッ ド企業モ デルは、 企業それ自体の維持存続と企業の杜会性および環 境間題

の 双 方 に 配 慮 し、 カ ネ ・ モ ノ ・ ヒ ト ・ 情 報 あ る い は 環 境 と い う 要 素 に 係 わ ら し め て 有 機 的 に 企

業 を 捉 え る も の で あ る。

実 ピラミッ ドにお ける企業 それ自 体の経営は、 経営倫理に裏打ちされた経営理念 に基
づいて

カ ネ ・ モ ノ ・ ヒ ト ・ そ し て 知 的 経 営 力 と も 言 う べ き 情 報 を 効 果 的 に 組 み 合 わ せ て 実 行 さ れ、 同

時に、 虚 ピラミッ ドにおいて は、 杜会性 およぴ自然の環境を配慮した杜会理念 にもと
づいて杜

会倫理と しての杜会的責任 を持って 企業 経営 が行われるべきことを意味する。

会計情報もこの企業モデル に即 して把握 し、 会計上の諸問題 を総 合的に考察し得る 有益 なも

の と 考 え て い る。 す な わ ち、 実 ビ ラ ミ ッ ド に お い て は 管 理 会 計 情 報 が 取 り 扱 わ れ、 虚
ピ ラ ミ ッ

ド に お い て は、 い わ ゆ る 財 務 会 計 情 報 が 取 り 扱 わ れ る こ と に な る。
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皿 実虚 ピラミッ ド企業モデルと複式簿記

目 本 文 化 は 突 き 詰 め て 行 く と、 神 道 に 根 ざ し て い る と い え る。 と こ ろ が、 神 道 は
「こ と あ げ

せず」 と言われるように、 黙示して語らずで、 明確な言葉による説明は無いよう に思わ れる。

神 道において神 杜の筆頭として、 伊勢神宮が挙げられるが、 伊勢神宮が現在の場所 に定まる

前 の お 杜 と し て、 滝 原 宮 が 存 在 す る。 こ の 滝 原 宮 に は、 同 じ 敷 地 に 二 つ の 同 じ 形 の 建 物 が 並 び、

どち らにも御 祭神 として同じ天照大神が祭られている。 一つの本殿には和魂 （ニギミタマ） が

祭 られ、 もう 一つ の本 殿には荒 魂 （アラ ミタ マ） が祭られているのである。

な お、 滝 原 宮 の 先 に 元 宮 が あ る が、 そ の 元 宮 の す ぐ 側 に は ピ ラ ミ ッ ド の 形 を し た 山 が あ り、

古代の日本人 はピラミ ッドを意識 してい たことが理解 でき る。 行基が建立したとされる大阪府

堺市の大野寺跡に ピラミッ ド形の仏塔 （土塔） が発掘 され、 例 の無 い盛 り土構造であるという

新聞記事があり、 なぜこのような構築法 がと られ たか分 からないと いう ことであるが、 これも

日本の古代において ピラミッ ドが意識さ れていたことの証左 である と考えられる。

実虚 ピラミッ ドは、 複式簿記 によってもた らさ れる貸借対照表の借方 と貸 方を理 解する場合

にも適用 できる。 貸借対照表の借方は、 資産 を示 し、 資金の具体的 な運用形態 が示される もの

であり、 貸方 は、 負債と資本を示し、 資金調 達の源泉を示す抽象的な概念であると考えられる。

この具体と抽象を示す両方の概念があって企業の財政の実態が明 らかになるわ けであり、 ま

さに二面的な把握をすることによって、 全体として統一的な理解をするもの である。

現在、 会計の
パラダイ ムは大きく転換している。 簿記論の最初に、 財産法 による利益の測 定

方 法、 す な わ ち 収 益 ・ 費 用 ア プ ロ ー チ と、 損 益 法 に よ る 利 益 の 測 定 方 法、 す な わ ち 資 産 ・ 負 債

ア プ ロ ー チ と が あ る と 説 か れ て い る。 複 式 簿 記 は 両 者 の 計 算 を 同 時 的 に 成 就 し て い る。 し か し、

実 際 に は、 こ れ ま で 損 益 法 （収 益 ・ 費 用 ア プ ロ ー チ） に よ る 利 益 の 計 算 が 重 視 さ れ て き て い た。

時価評価論 が台 頭する今 目、 これからは財産法 （資産・負債アプローチ） による利益の計算

に 注 目 す る こ と が 肝 要 で あ る。

貸借対照表と損益計算書 は同時的に作 成されるが、 複式簿記の構図としては、 貸借対照表・

資本の部の内訳計算と して損益計算 書を理解 しておく ことが会計の諸問題を考察するうえ で重

要 で あ る と 考 え ら れ る。

複 式 簿 記 に つ い て、 ドイ ツ の 文 豪 ゲ ー テ は、
「複 式 簿 記 こ そ、 人 間 の 精 神 が 発 見 し た 最 も す ば

ら し い も の の 一 つ で あ る。」 と 複 式 簿 記 を 絶 賛 し た。

現在においては、１９７９年に書かれた米国の極秘文書
『静かなる戦争のための沈黙の兵 器』 （文

明 批 評 学 会、 １９９３年） の 中 で、
「簿 記 シ ス テ ム す な わ ち 数 学 で あ る。 し た が っ て、 数 学 は 最 も 基

本的なエネ ルギー科学である。」と して、複式簿記 をエネル ギー科学 として位置付けるという見

解 も 存 在 し て い る こ と も 留 意 す べ き で あ る。
ω
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ｗ カネの流れとモノの流れの 会計情 報

実 虚 ピ ラ ミ ッ ド 企 業 モ デ ル に お い て、そ れ ぞ れ の ピ ラ ミ ッ ドの 底 辺 に は、カ ネ ・ モ ノ ・
ヒ ト ・

情報 あるいは環境という要素が当てはめられる。 次にそれぞれの要素 を会詳情報との関係でみ

る こ と と す る。

これまで重要な財務諸表として、 貸借対照表と損益計算書の
二つが提示されている。

貸借対照表は一定時点における財政状態を表わす財務表である。 資金調達の源泉とその資金

の具体的運用形態を示すものであるといわれる。 貸借対照表 は、 資
金 （カネ） と財 （モノ） の

ス ト ッ ク の 状 態 を 示 す も の で、 資 金 の フ ロ ー を 示 す わ け で は な い。

損益計算書は経営成績 を示す財務表である。 モノの流 れに関連 して、 生産活動 における
一定

期 問 の 経 済 的 な 財 ・ サ ー ビ ス の 費 消 部 分 を 費 用 と し て 捉 え、 新 た ら し く も た ら さ れ
た 財 ・ サ ー

ビスの価値を収益として把握 して、 両者の差額 を利益と して表わ して いる。

これまでの動態論的な会計の思考で は、 複式 簿記 によ りカネの流 れとモノの 流れの双 方
を記

録すること を出発点としているものの、 結果と して は生 産活動 におけるモノの 流れの価 値計算

に重点が置かれていたと理解すること が出来る。

カネの流れについては、 資金繰り表
という形 で企業の 内部 で把 握はされていたも のの、 制 度

的に重点をおいて公表されていたと は言 えなかった。

こ の 度、 第 ３ の 財 務 諸 表 と し て キ ャ ッ シ ュ
・ フ ロ ー 計 算 書 の 公 表 が 制 度 的 に 導 入 さ れ て、 現

金およ び現金同等物の会計期間 にお ける収支 を１１）営業活動、１２般 資活動、１３〕財務活動
ごとに区

分 し て 表 示 す る こ と に な っ た。こ の こ
と は、カ ネ の 流 れ を 示 す 会 計 情 報 と し て 注 目 さ れ る。キ ャ ッ

シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 は 資 金 の フ ロ ー を 示 す も の で あ る。

キャッシュ・フロー計算書も損益計算書 と同様 に貸借 対照表を出発 点としていることを留意

す る こ と が 重 要 で あ る。

わ が 国 の キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 を 巡 っ て は、 次 の よ う な 間 題 点 を 指 摘 で き 乱

利息およ び配当金の表 示方 法と して、 二 つの選択 適用 が認められている。
７〕

これまでわが 国 「企業 会計原則」 の損益 計算書原則 や 「原価計算基準」 では、 ②の方法の
よ

う に財務な いしは金融活動と本来 的な営業 活動 を峻別 してきた。 ①の方法のように財務・金融

活動 を営業 活動の 一環と して 捉える考え方 は、 従 来のわが国
「企業会計原則」 や 「原価計算基

準」 な ど会計制 度と矛盾 する もの である。

財務・金 融活動 を営業 活動 の一環 として理 解する考え方が制度として導入されたことは、 今

後の企業経 営の あり 方に重大な影 響を及 ぼすことになる。 資本の論理が強調される経済杜会の

到来 を意味 するもの と受 けと められる。
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Ｖ ヒ トの問題と情報 ・環境 の側 面

ヒ ト の 要 素 は、 企 業 に お い て 従 業 員 に 係 わ る 間 題 で あ る。 雇 用 責 任、 賃 金 ・ 給 料、 労 働 時 間

等の労働条件、 企業年金な どさまざまな問題が経営的には出てくること になる。

企業を資本の立場だけで捉えた場合、 資本の論理が前面に出て、 その考 え方が 一般 的に是認

さ れ る
。
呂〕

しかし、 中西寅雄・鍋島達両先生の編著書
『現代における経営の理念と特質』（１９６５） で述べ

ら れ て い る よ う に、 企 業 を 有 機 体 （オ ル ガ ニ ス ム ス） と し て 捉 え、
「資 本 の 提 供 者 と、 労 働 の 提

供者 と、 経営職能 の提供者との三位」体的な協働関係として存在する」 ものと把握するという

考え方がかえりみられて良いと考える。

企 業の 捉え方として企業杜会を形成する従 業員の立場をも考慮し、 従業員の人間性を尊重す

る ならば、 付加価 値の思考がとられることに
なる。 付加価 値は、 利 益の概念をそのなかに包摂

しな がら、 利益 よりも より高次
な企 業の 目的価 値概念 であるといわれる。

本来、 付加価値 には労働 収益 を意 味する人件 費
が含まれているわけであるが、 経済付加価値

と か高付加価 値と いう 言葉 が使 われ本来 的な付加価値 の意義が見失われがちになっている。 ま

た、 付加価値税 は本来 的な付加価値 に対 して 課税 する 税方 式で、 日本の消費税は付加 価値税で

ある が、 消 費税と いう 言い 方をして いる ためにそ の税金の 本質が理 解
されないこととなってい

る。 本来 的付加価値の意義 を想起させる 意味 にお いても、 消 費税という名 称を改めて、 諸外国

のよう に 「付加価値税」 と いう表現 にした方 が好ま しいと 考えられる。

企 業 年 金 の 会 計 に つ い て、 １ 点 だ け 言 及 す る な ら ば、 年 金 会 計 が 導 入 さ れ る こ と に よ っ て、

財務会計の領域 に将来の価値 を時間価値 （利子率） によっ て割 引く ことによって現在 価値を算

定するという考 え方 が取り入 れられることと なっ た意義 が極 めて大 きいものと考えられる。

第 ４ の 要 素 は、 実 ピ ラ ミ ッ ド の 部 分 で は 情 報 の 要 素 と し、 虚 ピ ラ ミ ッ ド の 部 分 で は 環 境 の 要

素を問題領域の 区分 けに当てて いる。

情報には一次的な知識と しての情報と二次的な叡智と しての情報 がある。
一次的な情報 は生

の加工されない情報で ピラミッ ド全体にそれ ぞれの領域 ごと に存在 する。
二 次的情報 は、 生の

情報を組み合わせたり、加 工して経営に新しい力 を形成させるものである。いわばイ ンテリ
ジェ

ン ス に 係 わ る も の で あ り、 知 的 経 営 力 と 名
づ け て い る。

会計的には、 営業権 （のれん価値） の会計、
ブラ ンド会計ということ で企業評価の 間題 が重

要 な こ と に な る と 考 え ら れ る。

また、 研究開発費等に係わる会計基準もこの領域で考えられる。 新しい会計基準で は、 研究

開発 費は繰延資産に計上することが認められなくなるため、 長期的
な視点に立っての研究開発

には不利 な会計基準である。 企業の経営上少なからず影響を与えるものと考えられる。
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虚 ピラミッ ドで第４の側面は、 自然環境の保護が重要な課題と
なる。 環境の間題 に関連して

会計では環境会計ということが昨今クローズアッ プされてきている。

とりわけ環境庁から環境会計のガイ ドライ ンが提示されてからは、 企業はこ ぞって環境会言十

の報告書を公表するに至っている。 環境会計が確立されていくこ
とは、 まこと に好ましいこと

と い え る。
９〕

しかし、 制度として環境会計の間題を考えるならば、 会計システムの一環と しての位置付け

をすることも必要である。 その意味では、 環境付加価値計算書というもの を制度的な観点から

検討しても良いように思われる。

ｗ 会計と 現在 社会

こんにち、 会計は単に個別企業だけでなく、 企業の グルー
プ全体として連結財務諸表 を中心

と す る こ と に な っ て い る。 連 結 会 計 を 課 題 と す る に 当 た っ て は、 実 虚
ピ ラ ミ ッ ド 企 業 モ デ ル も

グ ル ー プ 全 体 を イ メ ー ジ す る こ と が 必 要 と な り、
ピ ラ ミ ッ ド を 多 重 構 造 に し て 考 察 す る こ と に

なる。 また、 管理会計上の必要からセ グメ ント的に考察する場合も、
セ グメ ント毎に内部的に

ピ ラ ミ ツ ド 構 造 を 設 定 し て、 こ こ で 見 た よ う な ４ つ 要 素 に 分 け て 検 討 す る こ
と に な る が、 ４ つ

の要素は、 必用に応じて内容がさまざまに変化させることも可能である。

会計は、 単に経済的観点からのみ考察するだけでなく、 今回のテーマにみられるように文化

の観点から考察することが意義あるものとなる。 さらに、 これからは会計と政治との係わりに

も留意することが肝要なものと考えられる。

会計が杜会に与える影響、 今目の会計がある意味では米国の国家的戦略に使われているツー

ルであることについては、 高橋靖夫著
『新世界秩序』 （下） （総合法令） において述べられてい

る。 会 計 の も つ 政 治 的 真 の 意 義 に つ い て 高 橋 氏 の 見 解 は 注 目 に 値 す る も の で あ る。
１０）

世紀の変わり目に大きく変貌する会計を、 来る
べく２１世紀には総合的な視点で捉えてみるこ

とが肝要である。 実虚ピラミッ ド企業モデルが多少なりともそのきっかけに
なれれば幸いと考

え る 次 第 で あ る。

注

１） 天 海・ 光 秀 同 一 説 を追 求す る 過 程 にお い て、 日 本地 図 に 二 つ の ヘ キ サ グ ラ ム（六 角 星 形）
を描 い て 「か

ごめ の 歌」 の 謎 解 き を し て、
「う し ろ の 正 面 だ あ れ」 と 歌 わ れ る 人 物 は、 天 海 の 前 身 で あ る

「明 智 光 秀」

で あ る と した。 そ れ ま で 行 っ た 一 連 の 研 究 は そ れ な り の 筋 道 を 立 て て お り、基 本 的 な面 で の誤 り は犯 し

て い な い と い う 確 信 を も っ て い る。

し か し、 現 在、 神 武 天 皇 に 係 わ る 考 察
を 進 め る 過 程 に お い て、

『か ご め の 歌」 の 謎 解 き に 関 連 し て は

若 干 の 補 足 的 修 正 を 将 来 行 い た い も の と 考 え て い る。

２） １９９４年１１月、 東 京 の イ タ リ ア 大 使 館 で パ チ オ リ の 出 版５００年 祭 に 因 ん で 開 催 さ れ た記 念 講演 会 にお い



実 虚 ピ ラ ミ ッ ド ・ モ デ ル と 簿 記 ・ 会 計 １７

て、 フ ィ
ボ ナ ッ チ の

『そ ろ ば ん の 書
，
〃凸ｅ 用 伽ｃづ」 （１２０２） に 複 式 簿 記 の 記 述 が あ り、 そ こ か ら

パ チ ョ ー

リ は複 式 簿記 の 部 分 を引 用 した と い う こ と が紹 介 さ れ た。

３） 古 代 エ ジ ブ ト の ピ ラ ミ ッ ド に は、 天 秤 の 絵
が 描 か れ て い る。 そ の 天 秤 の 絵 は、

人 間 が 死 ん だ 時
、 死 者

の 心 臓 が 一 方 の 皿 の 上 に の せ ら れ て、 も う 一 方 の 皿 の 上 に置 か れる 真 理 の 女神 「マ ア ト」 の 羽 と 比 べ ら

れ、 霊 魂 の 善 悪 が 測 定 さ れ て、 黄 泉 の 国 へ の 裁 定 が下 さ れて い く 場 面 で ある。

４） 夷 谷 廣 政 「会 計 の 起 源１１〕＝ セ ム 語 根 の 証 す文 明と 会 計 の 真 実一一」 『専 修 商 学 論 集』第５８号１９９４年 ９ 月

夷 谷 廣 政 「会 計 の起 渕１）＝ セ ム 語 根 の証 す 文明 と 会 計 の 真 実一一」 『専 修 商 学 論 集』第５９号１９９５年 ２ 月

５） せ っ か く の こ の 企 業 モ デ ル も 神 武 天 皇 を 出 発 点 と し て い る た め、 神 武 天 皇 に 対 す る イ デ オ ロ ギー 的 な

面 か ら の 拒 絶 感、 ま た 歴 史 学 の 点 か ら は 神 武 天 皇 の 実 在 性 の 疑 義、 実 在 性 を 認 め る と し て も 紀 元 前３世

紀 と か紀 元３世 紀 な ど の説 が 入 り 乱 れ 確 定 さ れ て い な い こ と な ど か ら、 企 業 モ デ ル そ の も の に 対 し て も

疑 義 の 眼 が 向 け ら れ て い ると い う の が 実情 で ある と 思 わ れ る。

神 武 天 皇 に つ い て１・２点 言 及 す る と、 こ こ２・３年 フ ィ ー ル ド ・ リ サーチ を し た 結 果、
神 武 天 皇 は 実 在

した も の と と 確 信 を持 つ に至 っ てい る。パ ソ コ ンの 地 図 を利 用 し て 分 かっ た こ と で あ る が、 神 武 天 皇 の

時 代 は相 当 に正 確 な測 量 技 術 を持 っ て い た と い える。

私 自 身 は、
「八 紘 為 宇

、
六 合 開 都」 に つ い て 国 土 統 治 上 は、

扇 の 形 で 捉 え た と し た う え で、 二 つ の 扇

（高 千 穂 峰 ・ 鹿 島 神 宮 ライ ン を基 軸 と する 扇 形 と 高 千 穂 峡 ・ 安 房 鴨 川 沖 ラ イ ン を 基 軸 と する 扇 の形）に

は 紀 伊 自 浜 沖 で１０度 の ズ レが 強 調 さ れ て い る こ と か ら、 神 武 天 皇 は紀 元 前６８７年 の 地 球 的 規 模 の 異 変 を

記 憶 に 留 め よ う と し た と 受 け と め て、 古 代 か ら の 伝 承 に し た が っ て、 神 武 即 位 は今 か ら２６６０年 前 の 紀 元

前６６０年 と 考 え て い る。

神 武 天 皇 の 年 代 推 定 に 当 た っ て は、 原 田 常 治 著
『記 紀 以 前 の 資 料 に よ る 古 代 日 本 の 正 史』 が 古 代 史 研

究 家 達 に 相 当 の影 響 を 与 え て い る よ う で あ る。 原 田 氏 は、 多 く の 神 社 を 踏 査 し フィ ー ル ド・ リ サ ー チ に

よっ て 古代 史研 究 を行 っ たと い う点 で そ の 功 績 は 大 き な も の が あ る。 し か し、 年 代 の 算 定 に あ た っ て 歴

代 天 皇の 平 均 在 位 を１０年 か ら１２年 と し て 算 定 し た こ と に 誤 算 が ある と考 え られ る。確 かに 歴 代 天 皇 の 在

位 期 間 を 単純 に 平 均 化 す れ ばそ の平 均 値 が用 い ら れ る こ と に な る か も し れ な い が、 明 治 天 皇 （４５年） や

昭 和 天 皇１６３－４年） な どの 在 位 期 間 を考 慮 し、 高 度 に 文 明 が発 達 し て い た と 考 え ら れ る神 武 天 皇 の 時代

に つ いて みる な ら ば、 在 位 期 問 は原 田 氏 が算 出 した 期 間 は 誤り で ある と 考 え る わ け で ある。

役 の 行 者、
聖 徳 太 子、 行 基、 空 海、 目 蓮、 天 海 ま で 歴 代 の 宗 教 家 は 皆、

神 武 天 皇 を 意 識 し
、
そ の 足 跡

を 追 跡 し て い た こ と が 窺 わ れ る。 取 り 分 け、空 海 の 神 武 天 皇へ の こ だ わ り は 並 大抵 で な かっ たと 思 わ れ

る
。

６） 『静 か な る 戦 争 の た め の 沈 黙 の 兵 器』 （文 明 批 評 学 会、 １９９３年） に は次 の よ う に述 べ ら れて いる。

「エ ネ ル ギ ー は 地 球 上 の す べ て の 活 動 の 鍵 で あ る。自 然 科 学 は資 源 を研 究 し て自 然 エ ネ ル ギー を支 配

し、 理 論 的 に は 経 済 学 に 帰 す る 杜 会 科 学 は 資 源 を 研 究 し て 杜 会 エ ネ ル ギー を支 配 する。こ の 二 つ は簿 記

シ ス テ ム す な わ ち 数 学 で あ る。 し たが っ て、 数 学 は 最 も 基 本 的 な エ ネ ル ギー 科 学 で ある。 そ し て、 一 般

人 を 簿 記 の 操 作 方 法 に 無 知 の ま ま に さ せ て お け ば、 簿 記 を 駆 使 す る 者 は 王 者 と な る こ と が で き る。

す べ て の 科 学 は 究 極 の 目 的 に 達 す る た め の 手 段 に 過 ぎ な い。手 段 と は知 識 で あ る。究 極 の 目 的 と は 支

配 で あ る。 残 る 間 題 は た だ 一 つ、
‘
誰 が 利 益 を 享 受 す る か

’
だ け で あ る。 １９５４年 に は、 以

上 が 最 優 先 間

題 で あ っ た。」 （Ｐ．１２） と。

７） キャ ッ シ ュ・ フロ ー 計算 書 にお い て利 息 お よ ぴ 配 当 金 の 表 示 方 法 と し て、 二 つ の 選 択 適 用 が 認 め ら れ

て い る。

① 受 取 利 息
、
受 取 配 当 金 お よ び 支 払 利 息 は 「営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー」 の 区 分 に 記 載 し、
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支 払 配 当 金 は 「財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー」 の 区 分 に 記 載 す る 方 法。

② 受 取 利 息 お よ び 受 取 配 当 金 は ｒ投 資 活動 に よ る キャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー」 の 区 分 に 記 載 し、 支払 利 息 お

よ び 支 払 い 配 当 金 は 「財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー」 の 区 分 に 記 載 す る 方 法。

８） 会 計 的 に は、 賃 金 ・ 給 料 は コ ス ト （費用） の 間 題 と し て 捉 え ら れ る。 一 般 的 に は 費用 は低 け れ ば低 い

ほ ど望 ま し い と 考 え られ て い る。 それ は 費用 が 低 け れ ば 低 い ほ ど利 益 が 多 く出 る か ら で ある。

資 本 の 論 理 だ け か ら 見 れ ば、 賃
金 ・ 給 料 が 低 け れ ば、

低 い ほ ど 好 ま し い と い う こ と に な る。

９） １９９９年 ５ 月２０日 付 け 日 本 経 済 新 聞 の 」 面 ト ッ プ に は、
「富 士 通、 初 の

’
環 境 会 計

’
」
「松 下 ・ ソ ニ ー も

公 表 へ」 と い う 見 出 しで 記 事 が 掲 載 さ れ た。

１０） 高 橋 靖 夫 著『新 世 界 秩 序 一 甦 る パ ク ス ア メ リ カ ー ナ と 日 本 一』 （下） （総 合 法 令）ｐｐ２４５－２６４に お いて、

会 計 に 関 連 し て 企 業 に も た らす 大 き な 試 練 につ いて 言 及 さ れ て い る。

「目 本 の 産 業 界 が 根 強 く 抵 抗 し て い た ’持 合 い 株’ も２００２年３月 期 か ら ‘時 価 評 価’ さ れる こ と に な っ

た。古 く か ら の 持 合 で 含 み 益 の あ る 企 業 は持 合 い 株 が時 価 評価 さ れる と、借 方 の 資産 の 増 加 に 対 応 し て

資 本 の 額 が 膨 ら む た め、 ＲＯＥ１株 主 資 本 利 益 率〕が低 下 する こと に なる。 こ のた め 含 み 益 の あ る 持 ち 合 い

株 を 持 ち 続 け る と、 ＲＯＥ
が 落 ち る の で

’格 付 け’ が 下 が り 資 金 調 達 に も 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る。 ア

メ リ カ 企 業 は 平 均ＲＯＥは２０％ を 越 え て い る の に目 本 企 業 の 平均ＲＯＥは４ ％ 程 度 で あ る が、 」 段 と 見 劣

り す る こ と に な る。 そ れ を 回 避 す る た め に、 持 合 い 株 を 売 却 す る 企 業 も 増 え る に 違 い な い。 こ こ に
’会

計 ビッ ク バ ゾ の 計 り 知 れ な い 試 練 が 待 ち かま え て い る の だ。 持 合 い 株 を持 ち 続 け れ ば、 資 金 繰 り ばか

り で な くＲＯＥの 低 下 を 理 由 に、 自 杜 の 株 式 が 売 られ る 可 能 性 が高 ま る。 ＲＯＥの 低 下 を 防 ぐた め に 持 合

い 株 を 大 量 に 売 部 す れ ば 市 場 を 冷 や し、 自 杜 の 株 価 も そ の 返 り 血 をあ びる こ と に な る。 し か し 早 晩
’持

合 い 株
’
は
‘
時 価 評 価

’
の テ コ に よ っ て 放 出 さ れ る 運 命 に あ る。 持 合 い

株 の 放 出 は
‘
メ イ ン バ ン ク 制

’

と ’系 列’ を 構 造 的 に 破 壊 す る 道 へ つ な が っ て い る。 経 済 大 国 日 本 の 成 長 の バ ネ と な っ て い た シ ス テ ム

の 崩 壊 と い う 大 試 練 が せ ま っ て い る の で あ る。」 （Ｐ２６４） と。
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